
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

（政策評価）重点政策の評価を行う際、政策目的に対応した適切なア
ウトカム指標が設定されていないと、施策の有効性の検証が難しい。

（公共事業評価）人口減少など社会構造の変化を踏まえ、事業の優先
度の明確化など、評価方法の改善を図る必要がある。

（政策評価）重点政策の政策目的に照らして適切なアウトカム指標を
補足的に示しつつ、県の施策や取組が成果に結びついているかどう
かを分析、検証していく。

（公共事業評価）有識者等から意見を聴取しながら、新たな評価方法
を検討する。

主な取組

✓しあわせ信州創造プラン2.0の政策評価の実施（R3.9公表）
　・８つの「重点目標」、「総合的に展開する重点政策」及び「地域計画」を単位に
　 評価を実施し、施策の成果及び課題の分析、検証を行った。

✓長野県公共事業評価監視委員会の開催
　・25か所について、学識経験者10名で構成される委員会から意見を聴取する
　　ため、２回の現地調査 （新規評価３か所、再評価2か所、事後評価２か所）
　　とともに、４回の会議を開催。12月17日付けで県の評価案を妥当と判断する
　　旨の意見書の提出を受けた。

達成状況
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【実施内容】

（政策評価）PDCAサイクルの一環として、しあわせ信州創造プラン2.0の進捗管理及び事業点検を実施
（公共事業評価）国庫補助事業及び県単独事業について、事業着手前から完了後までの各段階において評価を実施
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総務部 課・室

【現状】

（政策評価）しあわせ信州創造プラン2.0も４年目となり、計画の着実な推進に加え、次期総合５か年計画の策定に向けた成果と課題の分析、
検証を実施する必要がある。
（公共事業評価）学識経験者により構成される「長野県公共事業評価監視委員会」の意見も踏まえて、適切な公共事業の実施に資するよう、
新規評価、再評価、事後評価を行っていく必要がある。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail seisaku-hyoka@pref.nagano.lg.jp

コンプライアンス・行政経営課政策評価室

実施期間

605

2.0

（政策評価）必要性、有効性、効率性、公平性又は優先性の観点から客観的な評価を行い、政策の企画立案作業における重要な情報として
政策評価結果を活用する。
（公共事業評価）評価を通じて公共事業実施過程の透明性を確保しつつ、真に必要な事業の効果的・効率的な実施を図る。
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長野県公共事業評価監視委員会の開催
【審議４回、現地調査２回】

直接2
長野県公共事業評価監視委
員会

直接1
しあわせ信州創造プラン2.0
の政策評価

総合計画審議会（令和3年8月30日開催）において政策評価結果について審議した上
で、令和３年９月15日付けで評価結果を公表
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事　業　名 課・室 コンプライアンス・行政経営課政策評価室
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